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貴社の「サイバーセキュリティ演習」はオンライン上で動画などを
見るだけの学習ではなく、受講会場で実際にマシンを使用した
演習で、チームとしてのインシデント発生時の一連の対応を
学ぶことができると伺ったため参加させていただきました。

お客さまのセキュリティ関連の仕事を請けていくうえで、
インシデントのことを知らないと開発や設計ができないという
場面もあるため、スキルアップのための教育を技術者に
受けさせることを検討していました。

実機によるサイバーセキュリティ演習で組織のインシデント対応能力を底上げ

日本アイ・ティ産業様は、システム開発・保守、ソリューションサービス、PCサポートを提供されているシステム会社です。

日本アイ・ティ産業様には、セキュリティにおける人財育成、組織力強化を支援する「サイバーセキュリティトレー
ニング」のうち、仮想組織で発生するセキュリティインシデントを演習環境で実体験しながら、インシデントレスポ
ンスのハンドリングを学ぶことができる「サイバーセキュリティ演習（初級）」を受講いただきました。

■受講のきっかけ
このたびは「サイバーセキュリティトレーニング サイバーセキュリティ演習（初級）」を受講いただきありがとうございました。
まず、本トレーニングを受講されたきっかけについて、お聞かせください。

●実機を使用しての演習であるため

・本社所在地：東京都千代田区九段北1-9-14 九段リハイム607
・会社設立：2000年9月
・事業内容：受託開発ソフトウェア業
・従業員数：15名
・URL：https://www.itij.co.jp/

本事例では人財育成についてもご担当されている、取締役の栁堀様にサイバーセキュリティトレーニングを
受講いただいたきっかけや、受講されての感想についてお話を伺いました。



お問い合わせページより、商品・サービスをお選びください。
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Webによる受付
www.hitachi-solutions-create.co.jp/inq.html

メールによる受付
hsc-contact@mlc.hitachi-solutions.com
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製品仕様は、改良のため予告なく変更する場合がございます。最新情報は、当社Webページをご参照ください。
本カタログの内容は、2022年8月現在のものです。

■受講した感想

受講した3名は今回学んだことを、いますぐ活用できるというわけでは
ありませんが、「あのとき、あのようにしたな」という経験として身について
くれれば、いざという時に活きてくると考えています。

――本日はお忙しい中、貴重なお話をお聞かせいただき誠にありがとうございました。

――実際に受講してみての感想についてお聞かせください。

また今回は「サイバーセキュリティ演習(初級)」を受講しましたが、
今後中級などの講義を開設された場合にも受講を検討します。

●他の技術者についても受講を検討したい

本製品の詳細につきましては、当社HPをご覧ください。
【製品紹介URL】
https://www.hitachi-solutions-create.co.jp/solution/security_training/

今回、技術者としての経験年数「10年目」「8年目」「7年目」の
3名が受講させていただきました。

●受講者からはディスカッションと実機の使用が高評価

受講させてみて、ある程度のセキュリティ知識がある担当者を
スキルアップさせる組織向けの教育として非常に良いと感じました。
内容的にはセキュリティ系を担当している技術者であれば経験年数が
2年目、3年目の方でも理解できるかと思います。

社内の他の技術者の受講については、業務の都合上なかなか
スケジュールを合わせるのが難しいですが、検討していきたいと考えて
います。

受講した本人たちからは、「セキュリティ関連で実機を使用しての
教育を初めて受講したが、実際にこういうことが起きましたということを
実感しながら受講でき、臨場感があって良かった」、「初動対応・復旧処置
・再発防止・事後対応といったことについて、個人ではなくチームで
ディスカッションをして進めるのが良かった」という感想を聞いています。

■今後の計画
――今後の計画がございましたらお聞かせください。

●担当者のスキルアップと組織のインシデント対応力の底上げ

またチームとしての実践演習を行うことで、個人としてだけでなく
組織としてのインシデント対応力の底上げができました。
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